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東
京
文
化
財
ウ
ィ
ー
ク
参
加
事
業

「
石
神
井
城
フ
ォ
ー
ラ
ム
一
九
九
九
」
を
開
催
し
ま
す

－
石
神
井
城
と
自
然
を
ふ
る
さ
と
ね
り
ま
の
誇
り
に
ー

昨
年
に
引
き
続
き
二
回
目
の
開
催
と
な
る

「
石
神
井
城
フ
ォ
ー
ラ
ム
一
九
九
九
」
。
東
京

文
化
財
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中
の
一
一
月
二
二
日

（
午
前
一
〇
時
三
〇
分
～
午
後
三
時
）
、
石
神

井
公
園
内
の
石
神
井
城
跡
と
そ
の
周
辺
を
会
場

に
、
今
年
は
広
が
り
の
あ
る
展
開
を
目
指
し
ま

す
。
ふ
だ
ん
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
石
神

井
城
跡
推
定
主
部
内
部
の
発
掘
現
場
を
公
開
す

る
は
か
、
野
外
講
演
会
、
石
神
井
周
辺
の
出
土

品
展
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
行
い
ま
す
。
ご

家
族
連
れ
や
お
友
達
と
お
出
か
け
に
な
り
、
郷

土
の
歴
史
や
自
然
に
親
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

【
内
　
容
】

◆
講
演
会

石
神
井
地
域
に
囲
ん
だ
テ
ー
マ
の
講
演
会
を

石
神
井
城
跡
で
行
い
ま
す
。

◆
石
神
井
城
跡
発
掘
現
場
の
公
開

主
郭
と
推
定
さ
れ
る
部
分
の
堀
の
規
模
、
構

築
・
廃
棄
時
期
を
把
握
す
る
た
め
の
学
術
調
査

が
、
公
募
で
選
ば
れ
た
区
民
の
皆
さ
ん
の
参
加

の
も
と
一
一
月
二
日
～
一
二
日
に
行
わ
れ
ま
す
。

そ
の
発
掘
現
場
を
公
開
し
、
出
土
品
な
ど
発
掘

成
果
を
発
表
し
ま
す
。

◆
あ
お
ぞ
ら
遺
跡
博
物
館

池
淵
遺
跡
や
扇
山
遺
跡
な
ど
石
神
井
地
域
に

あ
る
遺
跡
で
出
土
し
た
遣
物
を
展
示
し
、
解
説

し
ま
す
。
実
際
に
手
に
と
っ
て
触
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。
会
場
は
池
淵
史
跡
公
園
で
す
。

◆
＜
郷
土
資
料
室
＞
企
画
展
示
『
豊
島
氏
に
関

す
る
史
跡
あ
ん
な
い
』

石
神
井
城
主
、
豊
島
氏
に
関
係
す
る
史
跡
な

ど
を
パ
ネ
ル
で
紹
介
し
ま
す
。

◆
史
跡
探
訪
会

区
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
案
内
で
、
石
神
井
城

跡
と
そ
の
周
辺
の
史
跡
を
訪
ね
ま
す
。

◆
歴
史
ク
イ
ズ
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

郷
土
の
歴
史
に
関
す
る
ク
イ
ズ
を
解
き
な
が

ら
、
各
会
場
や
文
化
財
を
巡
る
ウ
ォ
ー
ク
ラ

リ
ー
を
行
い
ま
す
。

※
　
詳
し
く
は
、
二
月
一
目
発
行
の
ね
り
ま

区
報
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ
　
練
馬
区
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

文
化
財
係

昨年公開した堀の発掘現場
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第45号

縄
文
時
代
は
約
一
万
年
続
い
た
と
い
わ
れ
る

時
代
で
、
土
器
な
ど
に
独
特
の
文
様
や
形
が
み

ら
れ
ま
す
。
「
縄
文
」
と
い
う
名
前
の
由
来
は
、

初
め
に
発
見
さ
れ
た
土
器
に
縄
目
の
文
様
が
つ

い
て
い
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
が
、
縄
文
土
器
は

縄
目
だ
け
で
な
く
い
ろ
い
ろ
な
文
様
を
組
み
合

わ
せ
て
飾
り
た
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

古
い
時
期
の
縄
文
土
器
は
無
文
の
も
の
も
あ

り
ま
す
が
、
口
の
部
分
に
棒
を
刺
突
し
て
文
様

を
つ
け
た
り
、
爪
で
器
面
を
な
ぞ
っ
た
も
の
や

摘
ん
だ
も
の
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
棒
に
縄
を

巻
き
付
け
て
転
が
し
た
り
　
（
撚
糸
文
）
、
棒

（
沈
線
文
）
、
赤
員
の
よ
う
な
ギ
ザ
キ
ザ
の
あ

る
員
　
（
条
痕
文
）
、
櫛
な
ど
の
工
具
　
（
条
線

文
）
　
で
線
を
つ
け
る
な
ど
が
地
文
と
し
て
つ
か

わ
れ
て
い
ま
す
。
縄
文
土
器
は
こ
の
よ
う
な
地

文
の
上
に
粘
土
を
は
り
つ
け
、
渦
巻
き
状
の
モ

チ
ー
フ
に
し
た
り
、
粘
土
紐
に
刻
み
を
い
れ
、

三
角
形
を
つ
く
っ
た
り
、
把
手
を
つ
け
る
な
ど

の
装
飾
を
し
ま
す
。
縄
文
時
代
の
な
か
で
、
特

に
さ
ま
ざ
ま
な
飾
り
が
つ
け
ら
れ
て
い
た
の
が

中
期
の
土
器
で
す
。

練
馬
区
の
位
置
は
武
蔵
野
台
地
の
北
西
部
で
、

荒
川
水
系
に
注
ぐ
小
河
川
（
石
神
井
川
・
白
子

川
な
ど
）
　
の
流
域
に
遺
跡
が
分
布
し
ま
す
。
こ

の
た
め
、
土
器
の
特
徴
は
埼
玉
県
や
千
葉
県
に

近
い
も
の
が
み
ら
れ
ま
す
。
逆
に
多
摩
川
流
域

右
岸
の
遺
跡
は
山
梨
県
な
ど
、
中
部
山
地
に
み

ら
れ
る
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

今
回
は
、
区
内
遺
跡
で
出
土
し
た
土
器
の
特

徴
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

区
内
で
は
縄
文
中
期
の
遺
跡
が
最
も
多
く
、

縄
文
中
期
の
遺
跡
か
ら
は
他
の
時
期
に
比
べ
て

多
量
の
土
器
が
出
土
し
ま
す
。
竪
穴
住
居
跡
な

ど
が
多
数
み
つ
か
っ
て
い
る
代
表
的
な
三
つ
の

遺
跡
、
石
神
井
川
流
域
の
掘
北
遺
跡
（
富
士
見

台
四
－
三
四
他
）
、
白
子
川
流
域
の
八
ケ
谷
戸

遺
跡
（
大
泉
ニ
ー
一
七
他
）
と
大
泉
井
頑
遺
跡

（
東
大
泉
七
－
三
八
他
）
　
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
す
。

堀
北
遺
跡
　
縄
文
中
期
の
竪
穴
住
居
跡
が
一
六

軒
程
み
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
A
・
B
は
中
期
後

葉
約
四
五
〇
〇
年
前
の
加
曽
利
E
式
土
器
で
す
。

加
曽
利
E
式
と
い
う
の
は
、
千
葉
県
千
葉
市
加

曽
利
員
塚
の
E
地
点
か
ら
出
土
し
た
土
器
が
、

標
識
と
な
っ
て
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
つ
ま
り
、

土
器
の
時
間
的
な
位
置
づ
け
と
地
域
的
な
分
布

範
囲
を
踏
ま
え
て
つ
け
ら
れ
た
「
型
式
」
を
表

し
て
い
ま
す
。
こ
の
場
合
、
ま
と
ま
っ
て
発
見

さ
れ
、
型
式
と
し
て
認
識
さ
れ
た
の
が
加
曽
利

員
塚
出
土
の
土
器
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

口
の
部
分
が
ふ
く
ら
み
を
も
っ
て
広
が
り
、

頚
の
部
分
が
す
ぼ
ま
っ
て
底
部
に
い
た
る
特
徴

的
な
形
を
し
て
い
ま
す
。
地
文
は
縄
文
や
撚
糸

文
が
多
く
、
口
の
部
分
に
粘
土
紐
を
貼
り
つ
け
、

渦
巻
き
や
楕
円
形
な
ど
の
モ
チ
ー
フ
を
つ
け
、

胴
部
に
棒
で
線
を
縦
に
つ
け
て
装
飾
し
て
い
ま

す
。

加
曽
利
E
式
土
器
は
南
関
東
を
中
心
に
東
北

南
部
や
中
部
地
方
に
ま
で
分
布
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。

八
ケ
谷
戸
遺
跡
　
縄
文
中
期
の
竪
穴
住
居
跡
が

三
〇
軒
み
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
C
も
加
曽
利
E

式
土
器
で
、
櫛
状
の
工
具
で
条
線
文
を
つ
け
、

口
の
部
分
に
は
棒
状
の
工
具
で
沈
線
文
を
つ
け

て
い
ま
す
。
E
は
曽
制
式
土
器
で
、
住
居
跡
か

ら
出
土
し
ま
し
た
。
曽
利
式
土
器
は
長
野
県
富

士
見
町
曽
利
遺
跡
が
標
識
と
な
っ
て
い
ま
す
。

E
は
加
曽
利
E
式
土
器
と
胎
土
（
土
器
を
つ
く

る
粘
土
）
　
に
違
い
が
み
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
曽

利
式
土
器
を
つ
く
っ
て
い
た
「
ヒ
ト
」
が
こ
の

地
域
に
や
っ
て
来
て
土
器
を
製
作
し
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
D
は
勝
坂
式
土
器
で
、
先
の
加
曽

利
E
式
土
器
よ
り
ひ
と
つ
古
い
型
式
で
す
。
分

布
範
囲
は
南
関
東
が
中
心
で
、
中
部
地
方
や
東

E．曽制式土器
八ケ谷戸遺跡（沈線文）

F．勝坂式土器　　　　G．勝坂式土器
大泉井頭遺跡（抵文）大泉井頭遺跡（撚糸文）
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北
地
方
で
は
よ
り
地
方
色
の
強
い
別
の
型
式
が

あ
り
ま
す
。
神
奈
川
県
相
模
原
市
勝
坂
遺
跡
が

標
識
遺
跡
で
、
加
曽
利
E
式
土
器
と
比
べ
る
と
、

い
ろ
い
ろ
な
文
様
が
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
粘

土
紐
に
ヘ
ラ
状
工
具
で
刻
み
を
い
れ
た
り
、
把

手
を
つ
け
た
り
し
て
多
様
で
す
。
特
に
、
D
の

大
形
の
土
器
は
把
手
に
東
北
地
方
の
土
器
の
影

響
が
み
ら
れ
ま
す
。

大
泉
井
頭
遺
跡
　
縄
文
中
期
の
竪
穴
住
居
跡
が

一
〇
軒
、
後
期
が
一
軒
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
F

・
G
は
勝
坂
式
土
器
で
す
。
と
も
に
円
筒
形
で
、

G
は
撚
糸
文
の
地
文
に
粘
土
紐
で
渦
巻
き
状
の

モ
チ
ー
フ
の
上
に
刻
み
目
が
つ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
F
は
縄
文
の
地
文
の
上
に
竹
を
半
分
に
縦

割
り
し
た
工
具
で
三
角
形
の
モ
チ
ー
フ
な
ど
を

描
い
て
独
特
の
文
様
を
構
成
し
て
い
ま
す
。
勝

坂
式
土
器
は
こ
の
よ
う
に
多
様
な
モ
チ
ー
フ
を

も
ち
、
ま
た
大
き
な
把
手
の
土
器
が
目
立
ち
ま

す
。
刻
み
目
の
あ
る
粘
土
紐
が
大
き
く
な
っ
て

蛇
の
よ
う
な
モ
チ
ー
フ
が
表
現
さ
れ
た
り
、
眼

鏡
の
よ
う
な
把
手
を
も
つ
も
の
な
ど
意
匠
に
富

ん
だ
土
器
の
特
徴
を
も
ち
ま
す
。

大形把手付土器（D）

木
　
下
家
文
書

平
成
二
年
一
月
二
五
日
、
木
下
坦
氏
よ
り

文
書
の
寄
贈
を
受
け
ま
し
た
。
木
下
家
は
江
戸

時
代
、
川
越
街
道
の
下
練
馬
宿
（
北
町
）
の
名

主
と
本
陣
を
兼
ね
た
家
柄
で
、
作
左
衛
門
と
い

う
名
前
を
代
々
名
乗
り
ま
し
た
。
今
回
寄
贈
さ

れ
た
資
料
は
寛
永
一
九
年
（
一
六
四
二
）
か
ら

明
治
期
ま
で
の
合
計
六
三
点
で
す
。
金
東
院
、

御
屋
敷
下
掃
除
に
関
わ
る
も
の
な
ど
内
容
は
多

岐
に
わ
た
り
ま
す
が
、
今
回
は
本
陣
に
関
わ
る

資
料
を
紹
介
し
ま
す
。

本
陣
は
江
戸
時
代
、
参
勤
交
代
の
大
名
や
公

家
な
ど
が
休
息
・
宿
泊
し
た
施
設
で
す
。
下
練

馬
宿
の
本
陣
で
あ
っ
た
木
下
家
の
屋
敷
は
、
上

段
の
問
、
玄
関
、
長
屋
門
を
備
え
た
立
派
な
も

の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
地
元
の
古
老
の

話
に
よ
る
と
、
現
在
、
西
友
練
馬
北
町
店
の
あ

る
所
に
本
陣
は
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

文
書
の
冒
頭
の
部
分
に
、
木
下
家
が
紋
付
き

の
袴
を
拝
領
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
あ
り
が

た
く
思
っ
て
い
る
旨
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
梓

は
江
戸
時
代
、
武
士
の
正
装
で
し
た
。
し
か
し
、

木
下
家
は
百
姓
身
分
で
あ
り
な
が
ら
梓
を
許
さ

れ
て
お
り
、
大
名
を
迎
え
る
と
き
に
着
用
し
た

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
大
名
と
い
っ
て
も
川
越

街
道
を
通
行
す
る
の
は
川
越
藩
だ
け
で
、
木
下

家
代
々
の
当
主
は
も
っ
ぱ
ら
川
越
藩
主
を
饗
応

し
ま
し
た
。

三
行
目
以
降
は
文
書
の
本
論
と
な
っ
て
い
ま

が
　
寄
贈
　
さ
　
れ
　
ま

す
。
こ
れ
ま
で
木
下
家
は
独
力
で
本
陣
を
維
持

し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
の
破
損
は
著
し

く
、
し
か
も
近
年
農
作
物
の
不
作
・
凶
作
が
続

い
て
、
自
力
で
本
陣
を
修
繕
す
る
の
は
難
し
い
、

本
陣
の
修
復
金
と
し
て
二
〇
〇
両
を
拝
借
し
た

い
と
い
う
内
容
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
般
的
に
本
陣
を
勤
め
る
家
は
、
江
戸
時
代

後
期
に
な
る
と
経
営
が
苦
し
く
な
る
例
が
多
く

見
ら
れ
ま
す
。
本
陣
に
は
大
名
か
ら
休
息
・
宿

泊
に
対
し
て
定
額
の
賃
銭
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
江
戸
時
代
後
期
は
物
価
の
高
騰
に
比

べ
て
賃
銭
の
値
上
げ
幅
は
小
さ
く
、
本
陣
の
経

営
は
圧
迫
さ
れ
ま
し
た
。
木
下
家
も
お
そ
ら
く

し

　

た

　

！

同
じ
傾
向
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
写
真
の
文
書

は
作
成
年
不
詳
な
が
ら
、
江
戸
時
代
後
期
の
本

陣
の
苦
し
い
経
営
の
様
子
を
物
語
っ
て
い
る
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

木
下
家
文
書
の
中
で
本
陣
に
関
す
る
資
料
は

こ
の
一
点
だ
け
で
す
。
し
か
し
、
区
内
で
江
戸

時
代
に
唯
一
の
宿
場
で
あ
っ
た
下
練
馬
宿
の
文

書
資
料
は
あ
ま
り
残
っ
て
い
な
い
た
め
、
貴
重

な
郷
土
資
料
と
言
え
ま
す
。
な
お
、
木
下
家
文

書
は
今
後
区
民
の
皆
様
が
活
用
で
き
る
よ
う
に

整
理
を
行
っ
て
ゆ
く
予
定
で
す
。
末
筆
な
が
ら
、

御
寄
贈
下
さ
い
ま
し
た
木
下
坦
氏
に
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

や
捏
三
号
ユ
諷
隼
長

，
丁

・
＼
∵
1
∵
・
－
・
－
∴
、
1
・
す
〝
、

一
㌧
‥
サ
ー
八
・
1
ル
二
1
」
∵
」
・
I

I
．
†
∵
∴
∵
1

二
・
／
∵
∴
・
封
・
・
‥
‥
t
l
？
丁
、
・

∵
・
′
‥
′
J
・
・
！
．
・
「
J
I

し
．
ト
＼
－
・
・
－
∴
・
1
二
一
ヾ
．
■
、
．
－

：
∴
J
・
h
r
・
∴
什
■
㌧
l
i
．
云
J
・
・
阜
－
上

・
∴
‥
・
・
h
J
・
・
′
．
・
：
・
、
∵

ポ
ぇ
声
ふ
き
∴
芳
養
ふ
湧
∵
塗
料
宍
て
克
諦
観
■

蓬
諷
乙
．
誓
∵
．
、
長
銀
で
巧
鼠
準
ム
逐
短
叫
告
沌

吟
竺
！
・
二
℃
箪
ヤ
完
了
」
等
嘉
L
毘

少
も
摘
エ
バ
右
か
■
r

咋
考
．
隼
札
か
浄

射
郡

や
ぎ
苧
∴
卜
i
甘
て、

ノ
rL

r
t

乍
机
心
以
書
付
奉
廟
上
候

御
本
陣
木
下
作
左
衛
門
奉
中
上
候
、
私
儀
年
来
御
本
陣
役
被

仰
付
殊
二
　
御
紋
付
御
上
下
拝
領
仕
誠
二
冥
加
至
極
難
有

仕
合
奉
存
侯
、
然
ル
処
家
居
是
迄
取
繕
修
復
等
致
置
候
処
、

此
度
者
殊
之
外
大
破
仕
手
広
之
家
作
二
両
中
々
難
二
及
、

自
力
二
御
本
陣
役
難
相
動
体
二
罷
成
、
難
儀
至
極
仕
候
二
付

無
是
非
御
願
奉
申
上
候
、
成
丈
出
精
仕
右
体
之
儀
者
奉
中
上

間
数
存
罷
在
侯
得
共
近
年
不
作
凶
年
打
続
侯
、
．
上
之
儀
二
而

漸
取
繕
罷
在
侯
仕
合
故
手
広
之
修
復
可
仕
手
段
無
御
座

当
惑
至
極
仕
候
問
、
何
卒
　
御
慈
悲
を
以
諸
家
作
普
請

修
復
金
と
し
て
金
式
百
両
拝
借
被
　
仰
付
披
下
置
候
様

奉
頗
上
侯
、
右
頗
之
通
　
御
聞
済
披
成
下
候
ハ
、
年
来
之

御
本
陣
相
動
難
有
仕
合
奉
存
侯
、
以
上
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史
や
自
然
な
ど
の

の
よ
う
に
利
用
し
、
何
を
得
る
こ
と
が
出
来
る

の
か
を
体
験
学
習
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
そ
の
経

験
を
活
か
し
て
、
文
化
財
を
次
の
世
代
へ
伝
え

る
こ
と
の
大
切
さ
を
考
え
ま
す
。

講
座
は
二
日
制
で
行
い
ま
す
。
一
日
目
は
、

文
化
財
係
学
芸
員
に
よ
る
講
義
「
文
化
財
を
楽

し
む
た
め
の
知
識
」
と
体
験
学
習
の
説
明
な
ど

を
行
う
予
定
で
す
。
二
日
目
は
区
役
所
か
ら
バ

ス
で
鎌
倉
市
ま
で
行
き
、
四
コ
ー
ス
に
分
か
れ

て
散
策
し
ま
す
。
講
義
で
学
ん
だ
こ
と
を
体
験

す
る
た
め
、
皆
さ
ん
に
は
事
前
に
見
学
コ
ー
ス

の
文
化
財
な
ど
に
つ
い
て
、
調
べ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

◆
と
き
・
と
こ
ろ

第
一
日
日
　
講
義

一
二
月
二
日
（
木
）
午
後
二
時
～
四
時

練
馬
区
役
所
会
議
室

第
二
日
目
　
バ
ス
見
学

一
二
月
九
日
（
木
）

午
前
七
時
三
〇
分
～
午
後
五
時

神
奈
川
県
鎌
倉
市

◆
費
用一

五
〇
円
～
八
六
〇
円
（
保
険
料
な
ど
・

見
学
コ
ー
ス
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

◆
定
員
　
四
九
名
（
抽
選
）

※
　
詳
し
く
は
、
二
月
一
一
日
発
行
の
ね
り

ま
区
報
を
ご
覧
下
さ
い
。

1
丈
化
身
の
風
音
・
番
・
し
み
オ
』
に

奉
か
・
し
て

朝
比
奈
Ⅰ
．
C
．
を
通
過
し
て
A
班
は
最
初

に
バ
ス
を
下
車
、
滑
川
に
か
か
る
華
の
橋
近
く
、

車
道
か
ら
一
米
足
ら
ず
高
く
な
っ
て
い
る
歩
道

は
幅
も
一
米
位
、
都
築
さ
ん
を
先
頭
に
一
列
縦

隊
で
杉
本
寺
へ
、
九
時
四
十
分
だ
っ
た
。

鯉
の
泳
ぐ
川
面
を
見
下
し
乍
ら
下
流
へ
約
五

分
、
向
い
側
に
急
な
石
段
が
立
ち
上
っ
た
感
じ

で
木
立
の
間
に
見
え
て
来
た
。
百
段
余
り
か
、

白
い
職
が
数
十
本
は
た
め
い
て
い
た
。

坂
東
札
所
第
一
番
鎌
倉
最
古
の
杉
本
寺
は
天

平
六
年
（
七
三
四
）
聖
武
帝
時
代
光
明
皇
后
の

御
願
に
よ
り
、
大
臣
藤
原
房
前
と
僧
行
基
に
命

じ
建
立
さ
れ
行
基
自
ら
刻
ん
だ
十
一
面
観
音
が

安
置
さ
れ
、
後
に
僧
円
仁
、
僧
源
心
の
刻
ん
だ

観
音
と
合
わ
せ
て
、
本
尊
三
体
と
な
っ
た
由
、

縁
起
に
記
さ
れ
て
い
た
。

天
平
時
代
と
い
え
ば
仏
教
伝
来
か
ら
百
数
十

年
後
、
す
で
に
朝
廷
の
力
が
は
る
か
関
東
に
ま

で
及
ん
で
い
た
事
を
感
じ
た
。

朱
塗
り
の
仁
王
様
、
茅
ぶ
き
の
本
堂
の
三
体

の
本
尊
は
う
す
ぐ
ら
い
中
央
に
時
代
が
止
っ
た

ま
ま
の
御
姿
で
静
か
に
は
は
え
み
、
慈
悲
の
ま

な
ざ
し
で
見
つ
め
て
下
さ
っ
た
思
い
が
し
た
。

境
内
右
手
に
は
二
百
余
り
の
五
輪
塔
と
六
地

蔵
が
夏
の
陽
ざ
し
を
遮
る
杉
木
立
の
も
と
、
霊

場
の
雰
囲
気
を
漂
わ
せ
、
本
堂
か
ら
は
学
僧
の

読
経
が
流
れ
た
。
左
手
の
急
な
わ
き
道
を
登
る

と
杉
本
城
跡
へ
と
つ
づ
く
、
三
浦
一
族
の
城
跡

で
山
あ
い
を
川
に
沿
っ
て
鎌
倉
本
陣
へ
と
切
り

立
っ
た
山
道
だ
っ
た
。
石
段
を
下
る
途
中
、
弁

天
堂
が
あ
り
湧
水
の
池
に
は
鯉
が
泳
ぎ
、
奥
の

「
や
ぐ
ら
」
は
半
分
水
の
中
に
沈
ん
で
い
た
。

華
の
橋
を
渡
っ
た
の
は
十
一
時
。
庚
申
塔
、

道
し
る
べ
を
、
表
か
ら
裏
側
か
ら
頑
を
か
し
げ

乍
ら
眺
め
消
え
か
け
て
い
る
文
字
を
指
先
で
追

い
乍
ら
、
し
ば
し
足
を
と
め
た
。
竹
の
寺
と
し

て
有
名
な
報
国
寺
へ
、
拝
観
料
を
払
っ
て
本
堂

の
左
手
か
ら
竹
の
庭
へ
。
見
上
げ
る
孟
宗
竹
の

葉
先
が
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
き
、
清
々
し
く
、
ひ
ん

や
り
し
た
小
路
を
進
む
。
裏
山
に
大
き
な
「
や

ぐ
ら
」
が
池
の
向
う
に
我
々
を
迎
え
た
。
開
基

は
足
利
尊
氏
の
祖
父
の
家
時
。
三
滴
の
「
や
ぐ

ら
」
は
肌
寒
さ
を
も
感
じ
さ
せ
る
重
々
し
い
風

格
が
あ
り
、
五
輪
塔
は
今
に
も
池
を
渡
っ
て
こ

ち
ら
へ
と
歩
み
よ
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
た
。

釈
迦
堂
口
切
り
通
し
に
到
着
し
た
の
は
正
午
。

途
中
、
田
楽
ず
し
の
道
と
い
う
説
明
板
を
見
つ

け
、
釈
迦
堂
が
あ
っ
た
当
時
は
田
楽
師
達
が
住

ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
坂
道
を
登
り

き
っ
た
所
に
通
行
止
め
の
標
識
。
ポ
ッ
カ
リ
開

い
た
空
間
は
壮
大
な
岩
の
門
で
数
百
年
の
歴
史

が
ぎ
っ
し
り
と
の
し
か
か
っ
て
乗
る
思
い
が
し

た
。
吹
き
抜
け
る
風
に
山
道
の
暑
さ
を
忘
れ
た
。

三
十
分
休
け
い
。
切
り
通
し
の
向
う
側
に
思
い

を
馳
せ
た
。
通
行
止
が
う
ら
め
し
い
。

大
御
堂
橋
ま
で
滑
川
沿
い
を
下
流
へ
、
報
国

寺
の
竹
庭
に
因
ん
だ
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
が
、

竹
の
生
垣
の
家
が
立
ち
並
び
緑
が
印
象
に
残
る

小
路
を
ゆ
っ
く
り
と
歩
く
。
橋
を
渡
っ
た
ら
バ

ス
通
り
だ
っ
た
。
三
時
間
余
り
の
散
策
は
一
体

何
で
あ
っ
た
の
か
。
「
や
ぐ
ら
し
、
五
輪
塔
、

切
り
通
し
、
歴
史
と
文
化
財
に
思
い
を
は
せ
た

幻
想
的
な
時
間
。
現
実
と
が
あ
ま
り
に
も
近
く

に
交
錯
し
て
い
る
不
思
議
な
町
鎌
倉
。
バ
ス
通

り
の
陽
ざ
し
は
き
び
し
く
、
又
し
て
も
孟
宗
竹

の
葉
ず
れ
の
風
や
切
り
通
し
を
抜
け
る
さ
わ
や

か
な
風
が
ど
こ
か
ら
か
体
を
通
り
抜
け
て
思
い

出
さ
れ
た
。
集
合
場
所
へ
は
予
定
よ
り
早
く
到

着
。
皆
さ
ん
満
足
そ
う
な
笑
顔
で
あ
っ
た
。

昨
年
二
月
、
は
じ
め
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
時
は
、
只
々
三
上
先
生
の
後
を
つ
い
て
山

道
を
必
死
の
思
い
で
歩
い
た
事
を
思
い
出
し
ま

し
た
。
二
回
目
と
い
う
今
回
は
少
し
気
持
に
ゆ

と
り
が
あ
り
、
何
事
も
経
験
と
い
う
有
難
さ
を

感
じ
た
講
座
で
し
た
。
　
　
　
〔
名
越
　
翠
〕

駁野


